
|ま じめまして。このたび国際交1流基金ブダペスト爾本文化センター所

長として、4月 29闘 に着任いたしました岩永絵美 (いわなが えみ)と

申します。着任のご挨拶文命依頼をいただいてから何を書こうかとあれ

これ悩み考えたのですが、ハンガリー日本語教師会 (M」m)の 管様の

お顔がおひとりずつ、私が対鋳しているパソコンの画面の向こうに見え

ている力ゝのように想像してご接拶申し上げることにしました。

新緑の美しいプダペストに赴任して早∵ヶ月が経とうとしていますが、

この街のゆつたりと流れる時間の申で、耳になじみ薄いけれど柔らかな音声のマジャール

語をたくさん浴びながら、国際交流という仕事に取り組んでいくやり甲斐を感 じています。

特に日本語教育に携わることについては、当センターで運営している爾本語講座に熱心に

通つて来られる人々の表情を見るだけでも嬢しくなつてしまいます志これ iまきつと、この

国で日本語を教えていら幸しゃる先生方のお蔭ではないかと感謝しております。

先日、日本から見えたお客様が、日本語を教えているプダペス ト郊外の学校の授業参観

をされ、その後に『自分は日本人に生まれてよかつた。なぜならば日本語ほど難しい言葉

を外国人として学ばなくても良かつたからだ。」とにこやかに感想をお話しになつていまし

た。私も母国語でない言葉を大きくなつてから学ぶことは、さぞや大変なことだろうと思

っています。それなのに何故、この学校の高絞生たちをま日本語を学ぶことを選んだの力、「日

本のポップカルチャーが、特にアニメやマンガが好きだから。J、 「語学として面白いと思つ

たから。」と、彼らの回答は若者らしく瞬機でした。

ハンガリーに選任する前の私の駐在経験として:ま、国際交流基金のユニーヨーク事務所

(日 米センター)での仕事があります。教育アウトリーチや市民交流を担当していました。

多様な価値観が存在するアメリカで、初等中等教育レベルの先生方がさまざまな工夫を凝

らしてカリキュテムの中にアジアを、ひいては日本を取り入れようと日々ご努力をされて

いました。私は、グラント (助成,金)という形で支援をすることが多くありましたが、そ

の他、ネットワークづくり等のご相談にのることも度々ございました。

早いもので、来年 (2011年)にブダペスト日本文化センターは、設立 20周年を迎えま

す。昨年度は、「爵本・ ドナウ交流年 2帥9」 として、洪臓両国にとつて外交関係開設 140

周年及び外交関係再開 50周年という重要な節目を迎え、MЛFを iまじめ多くの方々のお力

添えがあつて沢曲の行事が成功裏勢うちに執り行われました。今年度は、新しい日本語能

力試験が始まりますし、日本・ハンガリー協カアォーテムの支援を賜りながら、各種事業

が充実していくよう努力して参りたいと思つています。絶え問ないドナウ河の流れのよう

に、私をはじめ当センタースタップ∵同は、ハンガリーと申東欧地域の爵本語教育の益々

の発展と深化を願つてやまず、事|き続き皆様と共に歩んで参りたいと存じます。 (了 )
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在ハンガリー日本大使館

広報文イヒ班・経済班

二等書記官 篠澤 康夫

在ハンガリー日本大使館の篠澤です。この度、ハンガリーでの任期を終え、

日本 (総務省)へ戻ることとなりました。MJOT会員の皆様には公私を問わず
大変お世話になり、この場をお借りして、心よりお礼申し上げます。

2007年 5月 に着任してから早 3年が過ぎてしまいました。そのFHE、 幸かった

ことも楽しかったこともたくさんあり、日本の日常生活で:ま得ることのできな

い経験を積むことができました。特に、2009年の周年事業による過労 (?)で

入院・手術する羽置になり、ハンガリーの病院鍮恐ろしさをたつぶりと味わつ

たのは忘れがたい思い出です。そ命時にお見舞に来てくださった Kさんが天使

に見えた鈴は錯覚でlまありません。

今では頭の先から足の爪まですつかリハンガリー色に染まつていますが、4

年前の上司から、新たな赴任先として「ハンガリー」、「広報文イヒ班Jという闘

き慣れない言葉を連続して告げられ、「ハンガリー ?広報 ?文化 ?いつたいどこ

で何をするんだ?Jと頭の中は疑間符だらけだつたのもつい昨藤のようです。
場所は世界地図で確認し、オーストリアやクロアチア仰隣で、プダペストは『 ド

ナウリ||の真珠』と呼ばれる美しい街であることが分かり、心躍る思いでしたが、

職務内容については不安で仕方がありませんでした。というのも、元々は総務

省で情報通信行政に従事してきた身ですので、「置本語教育推進の支援J、 「国費

留学生の募集・選考J、 「文化・広報外交政策」といつた業務には全くSll染みが

なく、具体的には何も想像できませんでした。

ですが、赴任後にいざ参加した「圏本語スピーチヨンテストJの打ち合わせ

では佐藤実行委員長 (当時)母教育にかl■る情熱に圧倒され、本番での学生達
命熱意と努力に感動し、すつかりこ働仕事が好きになりました。また 2007年

11月 の「日本ハンガリー協カフォーテム」の場では、若井 MJOT会長 (当時)
による熱弁を受け、委員の方力とともにハンガリーにおける日本語教育へめ支

援の意義を改めて感じることができました。そのような原体験をベースとし、

私なりにできることを模索しながら、3年間勤務してきたつもりです。ハンガソ

ー滞在時のほとんど|ま経済不況の時麟で、特に圏本語教育を含めた言語教育ヘ

の資金が先細りしていく状況の申、」OCVまでもが 20107年末で卒業しました。
一方で、フォーラム事業が効果を発揮し始め、日本語学習者数は 14010人から

1800人にまで増加、露本文イ麟 信プログラム (静 Cメぽ)命派遣脅開始、MJOT
への国際交流基金さく雛申核事業、フォーテム事業や欝工会からの経費支援ル

ートができるなど、状況の好転も見られつつあります。
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今、ハンガリーは爾本語教育が盛んになり始めた 19190年代前半に日本語を学

んだ学盤達が教師として母校へ戻るなどの好循最も饉始め、新たな段階へと移

りつつあります。一方でハンガジー鍮教育ell度は毎酵吟ようにめまぐるしく変

化し、今日当たり前の事が明日はそうでないというのも珍しくはありません。

このような状況下、政府から鋤支援のあり方など、私達は多くの課題を抱えて

いますが、馨|き続き MJOT、 国際交流基金、大使鶴驚いう3者がしつかりと協

力し合うことが大切だと思つています。後任の自璧が5月 末に着任しています

ので、今後ともご指導のほどよろしくお願いします。

色々とやり残したことも多く、心優しいハンガリーの方々と離れる織は寂し

い限りですが、ハンガリーの美しい情景,経験や皆様からいただいた優しさを

糧に, 園本では家族を大事にしつつ、仕事に励みたいと思います。最後になり

ますが、皆様の益々のご健康とご鸞躍を東京から祈念しております。またこ東

京に寄られることがありましたらy山麟ozaw護独霊轟 .CO盤 までお声かけくださ

い。本当に|あ りがとうございました。

「思い出の一枚」

-2009年日本語スピーチ菫ンテス トー
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カーー4-ロ ソ奉ガーシ見パーこル大学 itt l酵参4

年に準鸞 (蒙 本語集守:}コースがスター い

し、199轟 年に爾本学科を轟設 1/ま した。現

在も1購議盤 (5年鞭〕器学生も在籍ままして

います議ζ、新学士麟程 (掌 年鋼)と 問修士

課糧 (鵞 年轟〕鈴学生まこ向けた要本語教育

が行われています。

もともと簾―溝ジ大学甕本学科 |ま 澤本語

試験 (筆認 華轟撥)を入試料轟織 1うとし

て設置していま lノた。脅して難本講能力が

入学試験合格レベルをこ達し.ていないお‡曇鸞

して :ま、薄本懸む集中して魅強す4入学雛

儘凛―スを設置していました幸しかしゝ轟

等教育改革 :こより轟在 :ま入学勢条件 :こ 藝本

語縫プ」が課せ毎増諄́なくなり
｀
ました。こ壽た

め入学準鸞薫―ス:ま戦在上級ニーシッチ威

―‐4ギ対策講座として運営暮れています幸ま

た鋳1導攻制度も始まつたた等、現在鶏本学

科意こ:｀ま漂本語ができ4主専攻参学生だますで

‡まなく、菫本語学習経統のない学豊や融奪

攻の学生も数多くおり、学科ままこ砕対応 :こ

違われていますモ

鉾本学科の場合、どこまでを要本語鍍育ゝ

どこか鍛)が専湾攣育とするかξこ嗜いて:ま隷

づ:き メ難しし`ところもあ雫ますが、翼代轟

本語教育≧してiま毬在以下の授業が闇歌さ

れています。(議学 f‐ _―醸稚主専攻織援業鍮ネ

記します。実際 :こξまここt通修士諜縫、R専

攻、エーンッチェーギ対策講灘砕授業が入

嗜てきます。)

… カー饗F楼 ガーシ轟バール大学醸率学群 ― 麟井 識二

こど≫鐘‡こも、言論学辞援業や覇:訳の援業が

薄設され、修士課程でも文法、翻鯵く、再本

語論文畿解、議本懸研究発表、藝本語轟文

執筆、敬講など勢援業が行われていますф

(翻訳の授業鍮 登うで ,ま、インターネット

上にアップロー ドされているハンガ F―ジ

爵―ク鈴羹蒔奎薄本語をこ翻訳し′、字幕を増

けで要本人参方 :こ見ていただくとい多活動

を行いました。)

未修者の開本轟文法クテスで:ま Fどんき聾

を使用しています舎文法侍クテス守すが、

まだ翔本 :こ行嗜たこと織ない学豊蜂i多い幸

で統像を使って開本母文化や地域の経介お

どもしています。会議√≫授業で:ま 1年生で

まま3分蘭スピーチを授業に取番入れ、鸞年

生では調査発表やインタビュー蒔仕方、あ

るいはアンケー ト参作り方も学びます。そ

して 3年生で|ま毎避翼本人ゲス トを擦き談

爺薫ントロール :こついても学んでいます。

轟本語のIし さの授業で:ま、特 :こ願ミュニ

ケーシ
′菫ン母立場から「ど|すれば撻手 :こ

自分鈴言いたしヽこと、書きたいことが正し

くノ無れるか」というぶを重撻し、ハンガジ

ー :こ住む要本入器方 :こ向 :すた資料作雫(ハ

ンガジー糠介、ガイ ドブック、熱支}を行嗜

てしヽます寺

鐸本語の正しさ (畿修者燿)
，
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講解の授業で:ま、麟 Xニュースのスクソプ

トを題材 :こ し、映像も騨i燿 しなメも内容瑾

解を深めています。

なお、学 1豊議職 iま筆記 (漢宇 琴轟曇 。文

法・聴解・作文)、 数繭 {難讚 鬱会離)浄 導ゝ

なる日本語進緩試験、そして霧醸試験 (緩

究内容に嚢す轟轟本語翼I藝試鶏〕に合終 し

な |すれば事業できません.

カーコリ大学懇本学科に:ま 藝本講攣師農

成講座も轟ります。このクラスでiま、発本

語教授 :こ関す轟知識や技術を学ぶだ :す では

なく、上毅轟…レッチェーギ対策麟離や未

修者の文濃援叢鍮ための補助教材 〔「準んな

の日本語lFばんさ」鈴ハンガジ・-4‐講 :こよる

文法説明書)作成や、霙本語教育を行つて

いる初等教育 。中等難育機騨などで昨発本

文/1L紹介も行つてしヽます番

圏 E藩 本学科でまま課外活幾も行われてい

ます.これら鍮溝動には多く砕調本人の方

のサポー トないただいています。 薦曜 攣
の書道で!ま、昨年申夏に弔:き続き、今年券

夏もメンバー鍮作経が日本で鱗拳されます。

ています。

今年度畿難かわをま同じ金曜響:こ 露本語手

謡クテプもスター トしました。 4理 末 :馳 :ま

轟本か毎お客様をお婆きしみんなで手議会

議を疑いみました尋

また轟本学農卜奪識外活動で:まありませんが

火曜欝:こ会壽轟クテゴも行われています。

これら侍講魏ξ衰すべて外部を蕪も覇競されて

います暑みをきま命ご参磨翼もお持ちしてお

ります。

金曜鋳‡こ|ま小朦流豊ます花クテプが難かれ
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二‐イ~ンギハ~ザ大学 占澤 華代

ハンガジーーより少々ゆ嗜く準春が鋳れるポー
ーテンド砕古暮クテクプに新縁鍮響しい緑が海

ふれるわ月の簿一遍、昨年同様、六轟剛を二れたる国際諄本藤ギ訓産が聞畿されました。クテク

アで行われた…轟半鍮講義なアー…クシ雲ップ、ザヨバネ銀はど避いムルザシアレで翁薄本語

援業、そして、交流とハイキンダ、キャンプツプギヤー等、今年も多彩なプログテムできて

も楽しく有意装な藝々を通ごしてきました。今i理鈴合密織爾機時議がハンガリー鈴学簿末で、

何かと落ち着かない時難で;ま島つたち鉾め、お誘いを模いた時、直ぐほ昨年の楽しい懲しヽ轟

が脳裏に轟 窄、ほぼ震諄等で参驚させていただけるようお願いしrま したも昨年:ま彙主参加のオ

ブザーバーーでしたメ、今年 :ま全プログテム:こ参加できるよう調整し、また、一年生、二年生

鉾轟本語授業も担当すること:こな雫ました。

今年鈴合密 :まクテクプ暴ヤギエ輩ン大学織学生が中心 :こなり企轟したそうです。スタップ

として頑畿巻ていた参|ま、三年生二人、二年生…Å奪二人 (サークル 件かつぱ)を申心 :ミ、

手伝い母一年生多数苛したキポーテンドから、ヤギエ蒙ン大学織鐘 iこ、ポズナン砕プダム
恣

ミツキ肌ヴィッチ大学、そして、トノじ
・ンの麟ベル講クス大学か祭学生、先生が参驚しましたキ

また、ス騨ヴyキア、プサティスラヴァ蒔凛メンスキ 一ヽ大学、チェコ、プサハ勢弁レル大学、

そして、 ドイツのボップよ大学か毎参雄があ眸、デルシャツか亀)釧》先生や、武輝ヴュニプか

ら参先生など、ノミンガ誓―N―からの私な倉轟、総勢 重.5⑫轟以上鍮糠斃色豊かお大合審となり

ま 1/た。

機轟の講義とデータシ菫ップ:ま、クテクア鍮ドンガセンターで行われました。ずンガセン

ター舎コンタシ菫ンの鍮体となつている「ヤシンスキーコンタシ雷ン」をこついて鍮講注 :こ読

華、ポス ト骨ダン諄本文学 :こお :す るプテック醸マンティシズム:よついて、また、辞書研究を

轟軸‡通した薫本学へ鈴ユニークなアプ籠―
‐・―チ :ミ幸いてのとでも面向い講義を受けることが

できました善午後中ソークショップで|ま、マン
イガセンター命軍レクシ蒻ンであ碁漆器や瞬治

蟻鍮販画の選示お説暁、華通、はんこ作り、宝派な茶室でのお茶命お手鏡などをy―タシゴ

ップおして体験することができました幸翌爾ふルザシブレヘの難:発
｀
までの時簿ξま、ドクター

菫・・――・aスに在籍す蕪研究蒲砕礎まとデークシ爾ップとなり、この輝はマンガセンター勢鍵面車

レクシ菫ンや書道、革濯裁織盤 :｀ま真を体験す基ことができました。学生達まま大変積撻的にフ

ークシ菫ップ銀参議してしヽましたし、私も外鑢講習得母墨稚 :こおけ碁文化体験の有周性を救

めて実態す纂ことメできました。

ムカザシアレ!まクテクプからバエで重時爾会や轟111聞命静かな Fゾー ト地です。学年毎 :こ

午前と午後ゝそれぞれ讐難分鉾諄本語計ガスンパニ甕灘行われました。普設鍮援業では難:来

ないことを、また、金審で学Aノだ二盤を強く騨象 :こ葉譲ない縁いう茸ンセプ トで、準備の設

鑓から鐘辞先生方と毅案をつめてきました難で、授業でままそれぞれ盤理になつた先生方の機

盤豊かなゝ菫1央が二毎された楽しい授業を見ることができました。私ケま溝ゃかく幸爾際合宿

なゆだから、ぜ籍 ンサーカルチ轟プル麟ミ轟ニケーシ聾ンを取り入れた援業者したいと思

い、最構とな嗜た二年住な鍮セプシ雲ンで感「?.1アイテム (何 :通使 う道具か寧|らないも参》

を使ったグルーー5プディメカッシ欝ンと 識鐵驀しりおりJ(鞠謙母最構鍮一文を与えて、それ
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に読 :すて―一人 一人メ文を加え.、 ‐議嗜ぽ≫鞠轟を作るグループツーク}を しま lノた彙強砕大学か
心の学豊逮と打螺解ι力、子1奪良くなるいいアイスブレーー

Sキ ンダ|こなったと悪います。二鐸澤舎

一年生≧ぬセッシ翼ンはデイン器バイヤいとして、鐘のグループ仲メンバー :こ 自分たち命プ

インの光つ込みをするというプレぜンテー tご 爵ンめ授業 :こなりました。最後 :こ 白分か買いた

いアインを投票をして、ベストセールスバー
「
ンを選び、終了しまし́たきすばもしいキャッ

チを考えだしたグループが海ったり、今な祭おいしいチーズもサービスします、といつ飯健

を増 :す るグループがあったり、学生達師 本語鐘力の高さもさゐことなが心、そ参翼ユーク

を発想 :駐感′かさせ毎れましたむ

午前と午後の日本轟援業鍮闇に,よ二諄mと も2コ マ、六億からA嗜砕講轟メ圏意さぶL「てい

て、≧ても内容の濃い.Rケジ黒―ルでした中が、それ !ま講い大学生たち織ユと、ムルザシプ

レ到着から連夜続く「鏡みニケーシ鷲ンi券ためか、全講義 :こ出席するよやな学生ままいなか

つたように見受けます倉私も幾やか翁講義 :こ参麟:しました。特 :こ ドイツゝボップム大学ギ≫中

等学校の教科書体攀への取拳織ネ :通聞する発表ままとても鶉搬駆 、ボップム鎖≫先生方ともす

っかり意気投合し、非常 :こ /f―f・
~意
義な時爾 :こなりましたGまた、夕食後の時間まま全体でのイヴ

ェントがあり、参鷺大学ぐれぞれど洋 豊達によるプロモーシ嘉ンディデオや醸|な ど母プレゼ

ンテーションがfTわれ、一緒 :こ とでも喪し,い時間を共有す碁義とが難1来ま暮た善ここでも、

オーガナイザー申轟入中学生はとでも表く織いていましなし、忙しいからといゃで、さばる

こともなく、盤爾 |まちやんと轟分たち参授業 :二出ていました幸本当にボテンティア精:時 と向

学心のある爽やかで、すばみしい学生達でした。ただ、食事をする暇もない様子だつた鈴で、

倒れないかし怒彗少々心配しました。

最終霙は聡職―スに分かれてハギキング:こ行きました。もちらん、私まま一番構心者朦―ニ

に参加しましたが、雄大なタトテ母量色と道々命学生達や先生方お母おしゃべ準で、本逢:轟

忘れ難い、良いノfヽ簸行になりました。援業のあつた■l灘 闇|ま雨ざ多い轟いにくの天気だった

のですが、最終轟器ハギキンダ!ま華い天装 :こ意まれました。途中、ス奪―ル織ような画があ

りましたが、昼食器丸轟に:l:「:ヽ量ほいる露む後でした鈴暉、為ょつご良か嗜たお悪います曇=お

地良い疲れと共 :こ宿舎 :こ戻り、夕食後ままキャンププァイヤ‐…とな警ました。合壼が終わった

藤放感からか、また臨達成感か怒か、学生達の間で|ま様々な種畿織お経が飲み交わされ、大

変な盛り上がつでした套キャンププァイヤーを開んで、準島をで季節卦れ弊盆鰺準な騰った

り、私も合宿のξ:工 _Lげな楽しませてもらしヽました。よく飲み、よく食べた六藝間でしたき

こ侍六轟甕母合宿鍮開々を通して、学生だけでままなく、数錢攀おして、私も互い:こ餞畿琢襲

すること鈴大癬さを統串て爆った気がします。ポーテンドや飽伸轟で講障され碁先生み蒔体

験や意見を無えたこれま、私をこと嘩で大きな職撻となりまし,た。そして、二鎌すば毎しい覇

際鐸本語合鑽ポ毎年砕ギヴ甦ントにな碁ことを懸等でや尋ません。 :すまれど、お春とそれ |ま′か

配 :ミ及ばなしヽ件で|まないかと思います春今年弁合宿砕壺爾ま‡クテクプ藝学生達でしたが、薬
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年ゼ≫合宿鍮企画ほ醜:こポズナン、トルン嚇蒔大学が手を挙ぎてい碁皓かです心学んでしヽる大

学Φ違い、鐘母違いなびょんと軽く飛び越え、諄本語という言灘を道具:こ して、みんなが,お

から楽しんで学び、共 :こ遍ごすこと器できた国際類ぶ議会窺:曇、またいつ命諄か参鸞させて

しヽただけ轟ことな轟持ち:こ しています魯そして、次総合宿にはぜ移、ハンガジーかわら学生

が参加してくれ愚通とを懸申でいます。

農押

会長 l佐藤紀子先驚(Bp.商科大)が議議交

流基金臓本研究フェローシップで通訳論の研

究のため、5月 24餞より1藝月2朧ま
'で
臓本に

滞在です。この間、会長不在講 りますので、

Ktts Sttnd鍵轟 Iklonaが会‐長代理を務め討 。

どうぞ宣しくお願ひします。

運営委員会副会長:キッシュ

ン郵勝聯震畿辞

去る5月 28轟 (金)に第二置ス由 ン実行委

員会が轟催されました。第18国日本鰹スピー

チコンテスト1ま2011年尋臓電9日 (土)に:撤鑑

魯予定です。会場lま未定。実行委員会メンバ

ー|ま以下の選りです。(五十音順、敬称略)

MJOT中 rトメン′電―:内 III・ 4ヽ野職セル イ

大使館 :自壁(篠澤後任)

基金 :福島(8晨半ばから後任に交代)

MJOT会員:織浦餞リツィシヤーク離彗井

※コンテスト運営費総支援スポンサーを轟集

中。支援協力いただけそうなお知け含いをご

存知働臨ЮT会員1まご違絡くださしヽ。

Suptton.hu⑬ gma議.領臓またIま

Kazum慇 120脚面Lco戯  実行委員長:内 III

≫電荘籍準晨轟辞

下さい。

薔MばOT

去る5風 14日 (金)に節三懸露本語キヤンプ

実行委員会が行われました。撃風‐12臓〈忠》:こ

キヤンプ参加申し込みが締轟構られ、現在の

参加希議者Iま40名です。今置:まハンガリー

周辺の教師会にもキャンプ実施の案内を送つ

たところ、クロアチアやイタリアからも申し込み

が轟りま準た。また、ハンガリー人参加希望者

で:ま Bp=だけでなくDe毎時cenゃ szegedなどの

地方からの参加者が爵立ちます。

5爵 25爾 (火 )にはキャンプで日本語教育

に携わつてくださる日‡語講師の打ち合‐わせ

もあり、講師の皆さん:まキャンプ期間中に使

用するテキスト作りに入りました。

6月 11日 (金)はキャンプ参加費0納入日で

す。この目に実際にキャンプに参加する人数

が確定します。

第二国醸本語キヤンプ(7月 12議～16置 )

まで一ヶ晨ちょつととなりました。会員の方で

キヤンプに興味がある方は是非見学におこし

晨本語キヤンプ実行委員会

会費素織の方は銀行振り込みI=よる

織入、また:ま直接会計にお渡し下さい。

轟聯綺隣湖餞 Kemsketthi日機 kZ∴

重電38議い̀V畿:戯 135-139

1BAN HU奪 5嗜7囲 191156竜 86嚇

願座名 :臨鱒T
薔会報 1繊 号:ま8島に発行を予定しています。

会員皆様備お声をお待ちしています 1

賊感OT幾報 18号

発行 12010年奪潟

発行入1ハンガリー翼本語教師会

編集 :後藤史与


